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○うるま市軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成事業実施要綱 

平成２８年３月３１日 

告示第７８号 

（趣旨） 

第１条 この告示は、身体障害者手帳の交付対象とならない軽度・中等度難聴児の補聴

器購入等にかかる費用を助成することにより、対象児の言語の習得、教育等における

健全な発達を支援し、もって福祉の増進を図ることを目的にうるま市軽度・中等度難

聴児補聴器購入費等助成事業（以下「事業」という。）を実施することに関して、必

要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この告示において使用する用語の定義は、次の各号に掲げるとおりとする。 

（１） 「補聴器購入費等」とは、別表第１に定める新たに補聴器を購入する経費又

は耐用年数の欄の年数が経過した後に補聴器を更新する経費若しくは別表第２に

定める修理に要する経費をいう。 

（２） 「保護者」とは、児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第６条に定める

者をいう。 

（対象児） 

第３条 事業の助成対象となる者（以下「対象児」という。）は、次の要件の全てに該

当する１８歳未満の児童とする。 

（１） うるま市内に住所を有すること。 

（２） 両耳又はいずれかの耳の聴力レベルが３０デシベル以上で、身体障害者手帳

の交付対象とならないこと。 

（３） 補聴器の装用により、言語の習得等一定の効果が期待できると身体障害者福

祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第１項に規定する医師のうち、耳鼻咽

喉科の指定医師（以下「指定医師」という。）から判断されていること。 

２ 前項の規定にかかわらず、当該補聴器購入費等について、他の法令の規定による支

給が受けられる場合は、事業の助成対象外とする。 

（補聴器購入費等の特例） 

第４条 災害等本人の責めに帰さない事情により亡失・毀損し、新たに補聴器を購入す
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ることが必要と認められる場合は、別表第１に定める耐用年数の経過前であっても、

購入する経費に対して助成を受けることができるものとする。 

（助成額及び基準額） 

第５条 補聴器購入等に係る費用への助成金（以下「助成金」という。）の交付額は、

次項及び第３項で定める助成対象となる基準額（以下「基準額」という。）に３分の

２を乗じた額（１，０００円未満の端数が生じた場合は、これを切り捨てる。）とす

る。ただし、軽度・中等度難聴児の属する世帯が生活保護受給世帯及び市町村民税非

課税世帯の場合については、基準額に１０分の１０を乗じた額とする。 

２ 補聴器の購入費に係る基準額は、別表第１に定める１台当たりの基準価格の１００

分の１０６に相当する額又は補聴器の購入、更新に要した費用のいずれか低い額とす

る。 

３ 補聴器の修理費に係る基準額は、別表第２に定める基準価格の１００分の１０６に

相当する額又は修理に要する費用のいずれか低い額とする。ただし、重度難聴用イヤ

ホン交換、眼鏡型平面レンズ交換、骨導式ポケット型レシーバー交換、骨導式ポケッ

ト型ヘッドバンド交換、FM型用ワイヤレスマイク充電用ACアダプタ交換、デジタル型

ワイヤレスマイク充電用ACアダプタ交換及びイヤホン交換に係る基準額は、基準価格

の１００分の１１０に相当する額又は修理に要する費用のいずれか低い額とする。 

（助成金の交付申請） 

第６条 助成金の交付を申請しようとする対象児の保護者（以下「申請者」という。）

は、うるま市軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成金交付申請書（様式第１号）に、

次に掲げる書類を添えて、うるま市福祉事務所長（以下「所長」という。）に申請す

るものとする。ただし、補聴器の修理に係る助成金を申請する場合は、第１号に規定

する意見書の添付は要しない。 

（１） 指定医師が作成したうるま市軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成事業意

見書（様式第２号） 

（２） うるま市補装具費の代理受領に係る補装具業者の登録等に関する要綱（平成

１８年うるま市告示第２２０号）により登録を受けた補聴器販売事業者（以下「契

約事業者」という。）が、意見書の処方に基づき作成した見積書 

（３） その他所長が必要と認める書類 
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（助成金の交付決定等） 

第７条 所長は、前条の規定による申請を受理したときは、うるま市軽度・中等度難聴

児補聴器購入費等助成調査書（様式第３号）を作成するとともに、必要な審査及び調

査を行い、助成金を交付することを決定した場合は、うるま市軽度・中等度難聴児補

聴器購入費等助成金交付決定通知書（様式第４号）により、助成金を交付しないこと

を決定した場合は、うるま市軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成金交付申請却下

通知書（様式第５号）により申請者に通知するものとする。 

（助成券の交付等） 

第８条 所長は、前条の規定により助成金の交付決定を行ったときは、申請者に対し、

うるま市軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成券（様式第６号。以下「助成券」と

いう。）及び代理受領に係る補聴器購入費等支払請求書兼委任状（様式第７号。以下

「委任状」という。）を交付するものとする。 

（助成金交付に係る調査） 

第９条 所長は、事業の適正な運営を図るため、助成金の交付に関して必要と認めると

きには申請者又は契約事業者に対し、必要な調査を行うことができる。 

（助成金の支払方法） 

第１０条 助成金の支払方法は、原則として代理受領方式によるものとする。 

２ 代理受領は、申請者が契約事業者に委任して行うものとする。 

３ 申請者は、契約事業者にあらかじめ助成券を引き渡すとともに、補聴器購入費等か

ら助成額を控除した額を支払うものとする。 

４ 契約事業者は、請求書に助成券及び委任状を添えて、所長に助成金を請求するもの

とする。 

５ 所長は、前項による請求があったときは、内容を審査の上、第５条に規定する助成

額を支払うものとする。 

（助成金の交付取消し及び返還） 

第１１条 所長は、次の各号に該当するときは、助成金の交付決定を取り消し、既に交

付している助成金がある場合は、これの返還を命ずることができる。 

（１） 対象児又は申請者が、虚偽又は不正な行為により助成金の交付を受けたとき。 

（２） 対象児又は申請者が、助成金の交付を受けて購入した補聴器を事業の目的に
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反して使用し、譲渡し、貸与し、又は担保に供したとき。 

（３） その他所長が不適切と認めるとき。 

（台帳の整備） 

第１２条 所長は事業の実施に当たり、軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成台帳（様

式第８号）を整備しておくものとする。 

（補則） 

第１３条 この告示に定めるもののほか必要な事項は、所長が別に定める。 

附 則 

この告示は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年８月９日告示第１５６号） 

この告示は、平成２８年８月９日から施行し、平成２８年４月１日から適用する。 

附 則（平成２９年８月２５日告示第１９２号） 

この告示は、平成２９年８月２５日から施行し、この告示による改正後のうるま市軽

度・中等度難聴児補聴器購入費等助成事業実施要綱の規定は、平成２９年４月１日から

適用する。 

附 則（令和２年８月２１日告示第２０６号） 

この告示は、令和２年９月１日から施行し、改正後の別表第２の規定は、平成３０年

４月１日から適用する。 

附 則（令和４年３月２８日告示第７８号） 

この告示は、令和４年３月２８日から施行し、改正後のうるま市軽度・中等度難聴児

補聴器購入費等助成事業実施要綱の規定は、令和４年３月２日から適用する。 

附 則（令和６年２月２６日告示第３９号） 

（施行期日） 

１ この告示は、令和６年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この告示による改正後のうるま市軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成事業実施

要綱の規定は、この告示の施行の日以後に申請するものについて適用し、同日前に申

請するものについては、なお従前の例による。 

附 則（令和７年３月３１日告示第９５号） 
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（施行期日） 

１ この告示は、令和７年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この告示による改正後のうるま市軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成事業実施

要綱の規定は、この告示の施行の日以後に申請するものについて適用し、同日前に申

請するものについては、なお従前の例による。 

別表第１（第２条関係） 

購入及び更新基準 

番号 補聴器の種類 １台当たりの基

準価格（円） 

基準価格に含まれるもの 耐用年

数 

（１） 軽度・中等度難聴用ポケ

ット型 

５３，５００ ① 補聴器本体（電池を含

む。） 

② イヤモールド 

（注）イヤモールドを必要

としない場合は、基準価格

から９，５００円を除く。 

原則と

して５

年 （２） 軽度・中等度難聴用耳か

け型 

５５，９００ 

（３） 高度難聴用ポケット型 ５３，５００ 

（４） 高度難聴用耳かけ型 ５５，９００ 

（５） 重度難聴用ポケット型 ６８，５００ 

（６） 重度難聴用耳かけ型 ８０，７００ 

（７） 耳あな型（レディメイ

ド） 

１０１，５００ 

（８） 耳あな型（オーダーメイ

ド） 

１４４，９００ 補聴器本体（電池を含む。） 

（９） 骨導式ポケット型 ７４，１００ ① 補聴器本体（電池を含

む。） 

② 骨導レシーバー 

③ ヘッドバンド 

（１０） 骨導式眼鏡型 １３４，５００ ① 補聴器本体（電池を含

む。） 

② 平面レンズ 
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（注）平面レンズを必要と

しない場合は、基準価格か

ら１枚につき３，８００円

を除く。 

（１１） 補聴補助システム 所長が必要と認

める額 

受信機、オーディオシュー、

ワイヤレスマイクを必要と

する場合は、別表第２修理

基準の表に掲げる交換の額

の範囲内で必要な額を加算

すること。 

※ワイヤレスマイクは１台

のみ。 

（１２） 所長が必要と認める特

例補装具 

所長が必要と認

める額 

所長が必要と認めるもの 

備考 

１ 補聴補助システムの電波方式は限定しない（FM型・デジタル型とも補助対象と

する。）。 

２ 特例補装具に係る助成を行う場合は、特例補装具の必要性及び当該補装具の購

入又は修理に要する費用の額等について、沖縄県身体障害者更生相談所の助言に

基づき支給決定を行うものとする。 

別表第２（第２条関係） 

修理基準 

番号 修理部位 基準価格（円） 備考 

（１） 耳あな型シェル交換（レディメイド） ６，６５０  

（２） 耳あな型シェル交換（オーダーメイド） ２７，９００  

（３） 耳あな型スイッチ交換 ３，３００  

（４） 耳あな型テレホンコイル交換（レディメイ

ド） 

８，８５０  

（５） 耳あな型テレホンコイル交換（オーダーメ １３，４００  
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イド） 

（６） 耳あな型極板交換 １，１００  

（７） 耳あな型ボリューム交換（レディメイド） ８，８５０  

（８） 耳あな型ボリューム交換（オーダーメイ

ド） 

１２，２００  

（９） 耳あな型マイクロホン交換（レディメイ

ド） 

１４，２００  

（１０） 耳あな型マイクロホン交換（オーダーメイ

ド） 

１６，８００  

（１１） 耳あな型レシーバー交換（レディメイド） １５，０００  

（１２） 耳あな型レシーバー交換（オーダーメイ

ド） 

２１，１００  

（１３） 耳あな型抵抗交換（レディメイド） ２，２００  

（１４） 耳あな型抵抗交換（オーダーメイド） ９，４００  

（１５） 耳あな型コンデンサ交換（レディメイド） ２，２００  

（１６） 耳あな型コンデンサ交換（オーダーメイ

ド） 

９，４００  

（１７） 耳あな型電池ホルダー交換（レディメイ

ド） 

１，１００  

（１８） 耳あな型電池ホルダー交換（オーダーメイ

ド） 

１，６００  

（１９） 耳あな型トリマー交換（レディメイド） ６，６５０  

（２０） 耳あな型トリマー交換（オーダーメイド） １０，０００  

（２１） 耳あな型サスペンション交換 ９４０  

（２２） 耳あな型アンプ組立交換（レディメイド） ３３，５００  

（２３） 耳あな型アンプ組立交換（オーダーメイ

ド） 

４４，６００  

（２４） 耳かけ型ケース組立交換 ３，９５０  

（２５） 耳かけ型スイッチ交換 ４，７５０  
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（２６） 耳かけ型テレホンコイル交換 ２，６５０  

（２７） 耳かけ型極板交換 １，５５０  

（２８） 耳かけ型ボリューム交換 ６，８００  

（２９） 耳かけ型マイクロホン交換 １２，４００  

（３０） 耳かけ型レシーバー交換 １２，８００  

（３１） 耳かけ型トリマー交換 ２，０００  

（３２） 耳かけ型フック交換 ６５０  

（３３） 耳かけ型電池ホルダー交換 １，０５０  

（３４） 耳かけ型耳栓組立交換 ６３０  

（３５） 耳かけ型サスペンション交換 ６７０  

（３６） 耳かけ型アンプ組立交換 ３１，６００  

（３７） 重度難聴用ポケット型スイッチ交換 ３，３００  

（３８） 重度難聴用ポケット型テレホンコイル交

換 

１，４００  

（３９） 重度難聴用ポケット型マイクロホン交換 ８，７５０  

（４０） 重度難聴用イヤホン交換 ５，８００  

（４１） 重度難聴用耳かけ型レシーバー交換 １５，８００  

（４２） 重度難聴用コード交換 １，９００  

（４３） 重度難聴用耳かけ型アンプ組立交換 ４２，７００  

（４４） 眼鏡型ケース組立交換 ９，９００  

（４５） 眼鏡型スイッチ交換 ３，６５０  

（４６） 眼鏡型テレホンコイル交換 ３，４５０  

（４７） 眼鏡型極板交換 １，４５０  

（４８） 眼鏡型ボリューム交換 ４，８００  

（４９） 眼鏡型マイクロホン交換 １４，７００  

（５０） 眼鏡型骨導子交換 １７，３００  

（５１） 眼鏡型アンプ組立交換 ２４，４００  

（５２） 眼鏡型アンプ組立交換（送信用） ３７，２００  

（５３） 眼鏡型アンプ組立交換（受信用） ５７，８００  
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（５４） 眼鏡型ブランク（空つる）交換 ４，６００  

（５５） 眼鏡型テンプル（補助つる）交換 ３，２５０  

（５６） 眼鏡型フロント（前枠）交換 １０，０００  

（５７） 眼鏡型平面レンズ交換 ３，８００  

（５８） ポケット型ケース組立交換 ５，７００  

（５９） ポケット型クリップ交換 １，２５０  

（６０） ポケット型スイッチ交換 ３，７００  

（６１） ポケット型テレホンコイル交換 １，４００  

（６２） ポケット型極板交換 １，４００  

（６３） ポケット型ボリューム交換 ４，８００  

（６４） ポケット型マイクロホン交換 ５，７００  

（６５） 骨導式ポケット型レシーバー交換 １１，１００  

（６６） 骨導式ポケット型ヘッドバンド交換 ３，３００  

（６７） ダンパー入り耳かけ型フック交換 １，０００  

（６８） FM型受信機交換 ８０，０００  

（６９） FM型操作用基板交換 ６，０００ 旧周波数帯用のも

の 

（７０） FM型用ワイヤレスマイク交換（充電池を含

む） 

９８，０００  

（７１） FM型トリマー基板交換 ６，０００ 旧周波数帯用のも

の 

（７２） FM型アンプ組立交換（受信用） ４８，０００ 旧周波数帯用のも

の 

（７３） FM型受信回路組立交換 ４６，０００  

（７４） FM型アンテナ交換 ５，０００ 旧周波数帯用のも

の 

（７５） FM型水晶振動子交換 ６，０００ 旧周波数帯用のも

の 

（７６） FM型用ワイヤレスマイク発振回路組立交 ２７，０００ 旧周波数帯用のも
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換 の 

（７７） FM型用ワイヤレスマイクID基板組立交換 １４，０００ 旧周波数帯用のも

の 

（７８） FM型受信機ケース（端子）交換 ５，０００  

（７９） FM型受信機スイッチ交換 ４，０００  

（８０） FM型用ワイヤレスマイクアンテナ交換 １０，０００  

（８１） FM型用ワイヤレスマイク基板交換 ６４，０００  

（８２） FM型用ワイヤレスマイクケース交換 ８，０００  

（８３） FM型用ワイヤレスマイク充電池交換 ５，０００  

（８４） FM型用ワイヤレスマイク充電用ACアダプ

タ交換 

３，５００  

（８５） FM型用ワイヤレスマイク外部入力コード

交換 

２，０００  

（８６） デジタル型受信機交換 ９７，３００  

（８７） デジタル型受信機基板交換 ２９，２００  

（８８） デジタル型受信機部品（ケース、充電池、

アンテナ、スイッチ、コネクタ）交換 

５，２５０  

（８９） デジタル型用ワイヤレスマイク交換 １３５，４００  

（９０） デジタル型用ワイヤレスマイク基板交換 ４０，６００  

（９１） デジタル型用ワイヤレスマイク充電用AC

アダプタ交換 

３，７００  

（９２） デジタル型用ワイヤレスマイクマイクロ

ホン交換 

１２，６００  

（９３） デジタル型用ワイヤレスマイクディスプ

レイ交換 

１２，６００  

（９４） デジタル型用ワイヤレスマイク部品（ケー

ス、充電池、アンテナ、スイッチ、コネク

タ）交換 

５，２５０  

（９５） イヤモールド交換 ９，５００  
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（９６） コンセント交換 ８７０  

（９７） IC回路交換 ４，８００  

（９８） イヤホン交換 ３，３５０  

（９９） コード交換 ７１０  

（１０

０） 

トランジスター又はダイオード交換 ２，１５０  

（１０

１） 

抵抗交換 ２，１５０  

（１０

２） 

コンデンサ交換 ２，１５０  

（１０

３） 

トランス交換 ２，０００  

（１０

４） 

オーディオシュー交換 ５，２５０  
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様式第１号（第６条関係） 

様式第２号（第６条関係） 

様式第３号（第７条関係） 

様式第４号（第７条関係） 

様式第５号（第７条関係） 

様式第６号（第８条関係） 

様式第７号（第８条関係） 

様式第８号（第１２条関係） 

 


